
　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

と
お
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
医
　
二
二
九
八
一

谷
口
　
ひ
か
る

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

城
医
　
二
二
九
八
二

田
中
　
絵
理
奈

令
和
八
年
三
月
二
十
五
日

城
医
　
二
二
九
八
三

川

　
瑛
生

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

城
医
　
二
二
九
八
四

井
立
　
開

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

城
医
　
二
二
九
八
五

浦
尾
　
樹
正

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

城
医
　
二
二
九
八
六

目
黒
　
淳
之
介

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

城
医
　
二
二
九
八
七

若
狭
　
嘉
文

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

城
医
　
二
二
九
八
八

福
山
　
優
輝

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

城
医
　
二
二
九
八
九

山
元
　
泰
斗

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

城
医
　
二
二
九
九
〇

清
野
　
高
雅

令
和
八
年
三
月
三
十
日

城
医
　
二
二
九
九
一

佐
藤
　
礼
菜

令
和
八
年
三
月
三
十
日

城
医
　
二
二
九
九
二

大
津
山
　
杏
子

令
和
八
年
三
月
三
十
日

城
医
　
二
二
九
九
三

岸
本
　
佳
子

令
和
八
年
三
月
三
十
日

城
医
　
二
二
九
九
四

坂
倉
　
佑
哉

令
和
八
年
四
月
一
日

城
医
　
二
二
九
九
五

千
葉
　
陽
太

令
和
八
年
四
月
一
日

城
医
　
二
二
九
九
六

大
井
　
紀
和

令
和
八
年
四
月
一
日

城
医
　
二
二
九
九
七

小
林
　
一
蔵

令
和
八
年
四
月
一
日

城
医
　
二
二
九
九
八

清
水
　
曉
陽

令
和
八
年
四
月
二
日

城
医
　
二
二
九
九
九

若
林
　
薫

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

城
医
　
二
三
〇
〇
〇

吉
岡
　
駿

令
和
八
年
三
月
二
十
八
日

八

四

十
七



登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
医
　
二
三
〇
〇
一

須
田
　
朱
音

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

城
医
　
二
三
〇
〇
二

村
上
　
太
一

令
和
八
年
四
月
二
日

城
医
　
二
三
〇
〇
三

松
谷
　
哲
志

令
和
八
年
四
月
一
日

城
医
　
二
三
〇
〇
四

三
好
　
慧
音

令
和
八
年
四
月
二
日

城
医
　
二
三
〇
〇
五

佐
藤
　
雄
大

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

城
医
　
二
三
〇
〇
六

平
山
　
雅
暉

令
和
八
年
四
月
一
日



　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

と
お
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
歯
　
五
四
四
九

木
野
　
創
介

令
和
八
年
三
月
二
十
五
日

城
歯
　
五
四
五
〇

中
林
　
佳
奈
子

令
和
八
年
三
月
二
十
五
日

城
歯
　
五
四
五
一

中
田
　
瑚
都

令
和
八
年
三
月
二
十
五
日

城
歯
　
五
四
五
二

服
部
　
匡
史

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

城
歯
　
五
四
五
三

鈴
木
　
希
実

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

城
歯
　
五
四
五
四

三
浦
　
晃
平

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

城
歯
　
五
四
五
五

小
林
　
菫

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

城
歯
　
五
四
五
六

川
口
　
理
央

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

城
歯
　
五
四
五
七

林
　
萌
実

令
和
八
年
三
月
二
十
八
日

城
歯
　
五
四
五
八

佐

　
優
衣

令
和
八
年
三
月
三
十
日

城
歯
　
五
四
五
九

甫
仮
　
美
緒

令
和
八
年
三
月
三
十
日

城
歯
　
五
四
六
〇

星
野
　
慶
人

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

城
歯
　
五
四
六
一

佐
藤
　
莉
帆

令
和
八
年
三
月
二
十
九
日

城
歯
　
五
四
六
二

櫻
井
　
隼
人

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

城
歯
　
五
四
六
三

白
石
　
琢
弥

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

城
歯
　
五
四
六
四

大
庭
　
美
優

令
和
八
年
三
月
三
十
日

城
歯
　
五
四
六
五

植
木
　
健
太

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

城
歯
　
五
四
六
六

鶴
田
　
七
海

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

城
歯
　
五
四
六
七

吉
田
　
武
史

令
和
八
年
三
月
三
十
日

城
歯
　
五
四
六
八

平
野
　
結
子

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

八

四

十
七



登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
歯
　
五
四
六
九

金

　
麗
奈

令
和
八
年
四
月
三
日

城
歯
　
五
四
七
〇

齋
藤
　
杏
奈

令
和
八
年
四
月
三
日



　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

と
お
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
医
　
二
三
〇
〇
七

岡
村
　
千
鶴

令
和
八
年
四
月
三
日

城
医
　
二
三
〇
〇
八

渡
邉
　
陸

令
和
八
年
四
月
三
日

城
医
　
二
三
〇
〇
九

岩
城
　
真
之

令
和
八
年
四
月
三
日

城
医
　
二
三
〇
一
〇

笹
川
　
翔
平

令
和
八
年
四
月
三
日

城
医
　
二
三
〇
一
一

菅
野
　
有
真

令
和
八
年
四
月
三
日

八

四

十
七



　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

と
お
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
歯
　
五
四
七
一

石
井
　
洸

令
和
八
年
三
月
三
十
日

城
歯
　
五
四
七
二

Ｓ
Ｏ
Ｎ
　
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｇ

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

八

十
七

四



　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

と
お
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
医
　
二
三
〇
三
九


野
　
麻
那

令
和
八
年
四
月
八
日

城
医
　
二
三
〇
四
〇

大
嶋
　
知

令
和
八
年
四
月
八
日

城
医
　
二
三
〇
四
一

奥
村
　
琉
生

令
和
八
年
四
月
五
日

城
医
　
二
三
〇
四
二

斎
藤
　
宏

令
和
八
年
四
月
十
日

城
医
　
二
三
〇
四
三

豊
岡
　
太
志

令
和
八
年
四
月
十
日

城
医
　
二
三
〇
四
四

磯
野
　
青
一

令
和
八
年
四
月
七
日

城
医
　
二
三
〇
四
五

渡
邉
　
杏
樹

令
和
八
年
四
月
十
二
日

城
医
　
二
三
〇
四
六

陳
　
喬
彦

令
和
八
年
四
月
十
四
日

城
医
　
二
三
〇
四
七

平
野
　
克
明

令
和
八
年
四
月
十
五
日

城
医
　
二
三
〇
四
八

山
手
　
綾
夏

令
和
八
年
四
月
七
日

四

三
十

八



　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

と
お
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
歯
　
五
四
七
四

永
吉
　
悠
生

令
和
八
年
四
月
六
日

城
歯
　
五
四
七
五

伊
崎
　
雄
太
郎

令
和
八
年
四
月
七
日

城
歯
　
五
四
七
六

黒
江
　
大
陸

令
和
八
年
四
月
十
三
日

八

四

三
十



　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

と
お
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
薬
　
一
二
〇
一
六

清
水
　
万
葉

令
和
八
年
三
月
三
十
日

城
薬
　
一
二
〇
一
七

及
川
　
遥
加

令
和
八
年
四
月
十
八
日

八

四

三
十



　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

と
お
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
医
　
二
三
〇
四
九

猪
股
　
里
帆

令
和
八
年
四
月
六
日

城
医
　
二
三
〇
五
〇

藤
丸
　
良

令
和
八
年
四
月
九
日

城
医
　
二
三
〇
五
一

若
月
　
真
穂

令
和
八
年
四
月
九
日

城
医
　
二
三
〇
五
二

國
島
　
正
寛

令
和
八
年
四
月
十
日

城
医
　
二
三
〇
五
三

中
澤
　
翔

令
和
八
年
四
月
十
日

城
医
　
二
三
〇
五
四

川
上
　
日
菜
子

令
和
八
年
四
月
十
日

城
医
　
二
三
〇
五
五

原
藤
　
陸

令
和
八
年
四
月
十
日

城
医
　
二
三
〇
五
六

緒
方
　
颯
真

令
和
八
年
四
月
十
日

城
医
　
二
三
〇
五
七

江
口
　
実

令
和
八
年
四
月
十
三
日

城
医
　
二
三
〇
五
八

渡
邉
　
大
晃

令
和
八
年
四
月
十
三
日

城
医
　
二
三
〇
五
九


田
　
知
明

令
和
八
年
四
月
十
三
日

城
医
　
二
三
〇
六
〇

笹
野
　
真
一

令
和
八
年
四
月
十
四
日

城
医
　
二
三
〇
六
一

松
原
　
滉
樹

令
和
八
年
四
月
十
七
日

八

三
十

四



　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

と
お
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

城
薬
　
一
二
〇
一
八

木
村
　
綾

令
和
八
年
四
月
八
日

八

四

三
十


